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図 5.1.8-19(2) 河川形態等の縦断分布  
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5.1.8-71 

c) 環境類型区分の想定 

大戸川ダム集水域及びその周辺の区域並びに瀬田川合流点までの大戸川の区間につい

て、生物の生息・生育基盤となる環境は、河床勾配、河川形態、河床構成材料、河川植生

の状況、河川横断工作物の設置の状況等の情報を踏まえて、「緩やかな平地区間」、「急峻

な山地区間」、「緩やかな盆地区間」及び「山地区間で合流する支川」の 4つの環境類型に

区分されると想定した。想定された河川域の典型的な生息・生育環境を表 5.1.8-22に、

想定された河川域の環境類型区分を図 5.1.8-22に示す。 

 

表 5.1.8-22 想定された河川域の典型的な生息・生育環境 

環境類型区分 

（想定） 
生息・生育する主な生物（想定) 

緩やかな平地区間 河岸植生：自然裸地、ツルヨシ群集、竹林、アベマキ－コナラ群集等 

付着藻類：Homoeothrix janthina、Chamaesiphon sp 等 

魚類：ヌマムツ、モツゴ、ビワヒガイ等 

底生動物：コガタシマトビケラ、ウルマーシマトビケラ等 

鳥類：ムクドリ、スズメ、オオヨシキリ等 

哺乳類：キツネ、アカネズミ等 

爬虫類、両生類：ニホンスッポン、ヌマガエル等 

陸上昆虫類：オナガサナエ、コムラサキ等 

急峻な山地区間 河岸植生：シイ・カシ二次林、ヒメコマツ-アカマツ群落、竹林、スギ・

ヒノキ・サワラ植林等 

付着藻類：Homoeothrix janthina、Achnanthidium convergens 等 

魚類：オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ等 

底生動物：シロハラコカゲロウ、アミカ等 

鳥類：カワガラス、キセキレイ、イカルチドリ等 

哺乳類：アカネズミ、ヒメネズミ、テン等 

爬虫類、両生類：シマヘビ、カジカガエル、タゴガエル等 

陸上昆虫類：ミヤマカワトンボ、アオサナエ等 

緩やかな盆地区間 河岸植生：竹林、混交林 

付着藻類：Gomphoneis okunoi、Encyonema minutum、等 

魚類：ムギツク、カマツカ、ナマズ等 

底生動物：キイロカワカゲロウ、コヤマトンボ等 

鳥類：アオサギ、カワセミ、セグロセキレイ等 

哺乳類：アカネズミ、ヒメネズミ等 

爬虫類、両生類：ニホンイシガメ、タゴガエル等 

陸上昆虫類：ムカシヤンマ等 

山地区間で合流する支川 河岸植生：スギ・ヒノキ・サワラ植林、ウツギ群落、ヒメコマツ-アカ

マツ群落 

付着藻類：Homoeothrix janthina、Achnanthidium convergens 等 

魚類：カワムツ、タカハヤ、カワヨシノボリ等 

底生動物：サワガニ、シロハラコカゲロウ、ウエノマルツツトビケラ

等 

鳥類：カワセミ、カワガラス、キセキレイ等 

哺乳類：アカネズミ、ヒメネズミ、ノウサギ等 

爬虫類、両生類：カジカガエル、シュレーゲルアオガエル、ヒキガエ

ル等 

陸上昆虫類：ミヤマカワトンボ、ダビドサナエ等 
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図 5.1.8-22 河川域の環境類型区分(想定) 

  




























































































































































































































































